
公益社団法人三州倶楽部
三州倶楽部の始まりは大正３年１月「桜島大爆発」を機に東京在住の郷土出身の
若者有志による義援金募集です。１９１８年（大正７年）に創設された三州倶楽部は
三州（薩摩・大隅・日向）ー鹿児島県・宮崎県ーの歴史・文化・伝統の調査、研究、伝
承、広報する事業を行い、他の諸団体と連携して、三州と近隣地域の産業・社会の健
全な発展に資し、併せて青少年の育成に寄与することを目的としています。 http://www.sanshukurabu.or.jp/

お問い合わせなどはコチラから→
スマートフォンで読み取り可能。

平成30年（2018年）は明治維新150周年

と公益社団法人三州倶楽部創立100周年

という節目の年になります。これを記念して

次代を担う高校生に「作文を書く」ことで

自分自身の将来・郷土・社会に対して考え

表現する力を培い、行動することを奨励し

ます。そしてこれからの持続可能な郷土・

社会を築くための人材育成に資することを

目的とします。

【募集期間】　

平成29年

5月1日（月）～
9月15日（金）

将
来
の
夢
を
書
こ
う
か
な

郷
土
の
未
来
と

自
分
の
姿
を
書
き
た
い
！

高校生
作文コンテスト

テーマ
「私の夢」　
「尊敬する郷土の先達」　
「10年後の郷土・私の役割」
　のテーマから一つ選択

主催：
後援：

公益社団法人三州倶楽部　　
鹿児島県・宮崎県・鹿児島県教育委員会・宮崎県教育委員会・南日本新聞社・ＭＢＣ南日本放送・ＫＴＳ鹿児島テレビ
ＫＫＢ鹿児島放送・ＫＹＴ鹿児島読売テレビ・ＮＨＫ鹿児島放送局・宮崎日日新聞社・ＭＲＴ宮崎放送・UＭＫテレビ宮崎・ＮＨＫ宮崎放送局

公益社団法人三州倶楽部創立100周年記念

鹿児島県、宮崎県の高等学校・高等専門学校（１、２、３年）
特別支援学校高等部在学生

[原稿用紙の場合] A4縦書きの原稿用紙400字詰め　5枚以内
[パソコンの場合] A4縦書きの原稿用紙400字詰め設定で5枚以内
原稿用紙の設定がない場合A４縦書き20行×20字に設定し5枚以内
（１）未発表の作品とします。他のコンテストや出版物等に既に応募し、また
　　 これから応募しようとしているものを除きます。応募は一人1点とします。
（２）受賞作品は作品集を作成して各高校に配布・会報誌、ホームページ等掲載予定。
　　 さらに最優秀賞、優秀賞は100周年記念誌に掲載を予定しています。
（3）作品は返却しません。
（4）版権は三州倶楽部に帰属するものとします。

（１）作文の冒頭にテーマ、高校名、学年、氏名（フリガナ）を記載して
　　 高校単位でまとめて三州倶楽部に提出してください。
（２）原稿用紙の場合は郵送、パソコンの場合はメール添付にて送信してください。

公益社団法人三州倶楽部　育英事業委員会　　
〒141－0021　東京都品川区上大崎1－20－27　
TEL: 03-3447-6776   FAX: 03-3447-6778　　E-mail:  sanshu-k@theia.ocn.ne.jp

平成29日11月30日（木）

（賞　状） 最優秀賞1名　優秀賞5名　佳作50名以内
（奨学金） 最優秀賞1名×20万円　
　　  　　  優秀賞5名×10万円　
　　  　　  佳作50名以内×１万円

［表 彰 式］

［審査員長］

［審 査 員］

公益社団法人三州倶楽部会長

元日本たばこ産業株式会社代表取締役社長

ＡＮＡホールディングス株式会社代表取締役会長

一般財団法人建設業振興基金理事長・元消費者庁長官

政策研究大学院大学教授・元経済財政政策担当大臣

公益財団法人放射線影響協会理事長・元東京大学放射線医学教授

志學館大学教授・鹿児島県立図書館長

株式会社第一生命経済研究所特別顧問・元内閣府事務次官

宇宙飛行士　　　　　　　　　　　　※５０音順　敬称略

本田　勝彦

伊東信一郎
内田　俊一
大田　弘子
佐々木康人
原口　　泉
松元　　崇
山崎　直子

公益社団法人三州倶楽部育英事業委員会委員

日時：平成30年3月24日（土）　会場：城山観光ホテル
内容：最優秀賞・優秀賞　受賞者表彰

応募資格 結果発表

表　　彰

審 査 員

原稿規定

応募方法

応募先
問い合わせ先


